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中学校 社会 

令和４年度 中学校各教科等担当指導主事連絡協議会 伝達事項 

 

１ 教科目標と評価 

（１） 教科目標（解説 P23～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 単元を通して社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動の

一層の充実 

単元や「内容のまとまり」を見通して学習課題を設定し，諸資料や調査活動などを通し

て調べたり，思考・判断・表現したりしながら,社会的事象の特色や意味などを理解した

り社会への関心を高めたりする学習などを指している。主体的・対話的で深い学びが実

現されるよう,生徒が社会的事象から学習課題を見いだし，課題解決の見通しをもって他

者と協働的に追究し，追究結果をまとめ，自分の学びを振り返ったり新たな問いを見い

だしたりする方向で充実を図っていくことが大切である。 

① 学習過程のイメージ（例） 

課題把握 課題追究 課題解決 

動機付け 方向付け 情報収集 考察・構想 まとめ 振り返り 

学習課題を

設定する 

（例） 

・社会的事象を

知る 

・気付きや疑問

を出し合う 

・課題意識を醸

成する 

など 

課題解決の見

通しを持つ 

（例） 

・予想や仮説を立

てる 

・調査方法，追究方

法を吟味する。 

・学習計画を立てる 

 

など 

予想や仮設の

検証に向けて

調べる 

（例） 

・様々な種類の資

料を活用して調

べる 

・他の生徒と情報

を交換する 

など 

社会的事象等の意味や

意義,特色や相互の関連

を考察する 

社会に見られる課題を把

握して解決に向けて構想

する 

（例）・話し合う（討論等） 

・多面的・多角的に考察する 

・複数の立場や意見を踏まえて

解決に向けて選択・判断する 

など 

考察したこと

や構想したこ

とをまとめる 

（例） 

・学習課題を振り

返って結論をまと

める 

・結論について他

の生徒と話し合う 

など 

学習を振り返

って考察する 

（例） 

・自分の調べ方

や学び方を振り

返る 

・新たな問い（課

題）を見いだし

たり，追究した

りする 

など 

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い

視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会

の形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

(1) 我が国の国土と歴史，現代の政治，経済，国際関係等に関して理解するとともに，

調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。  

(2) 社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察しり，社会に

見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力，思考・判断したことを説明した

り，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 社会的事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとす

る態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国

の国土や歴史に対する愛情，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁

栄を図ることや，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深

める。 
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②「内容のまとまり」を踏まえた単元デザインと単元の評価基準の設定 

学習指導要領「２内容」の中項目を「内容のまとまり」とする。「内容のまとまり」と

「評価の観点」との関係を確認し，「内容のまとまりごとの評価規準」（「指導と評価の一体

化」に関する参考

資料 P.105～）

を作成する。これ

が「単元の評価規

準」作成の基本形

となる。ただし，

内容のまとまりの

一部を単元とした

り，「内容のまと

まり」を越えて単

元としたりするこ

とも考えられ，各

学校で指導と評価

計画を作成する際

に工夫することが

求められる。 

 

 

③指導と評価の計画とその留意点 

日々の授業の中では生徒の学習状況を適宜把握して指導に生かすことに重点を置きつ

つ，単元を見通して，観点別学習状況の評価をするために必要な記録を取ることになる。

そのため，学習状況を見取り，生徒の成長を認め励ますとともに必要に応じて指導，支援

を行う日常の学習改善につなげる評価「●学習改善につなげる評価」と観点別学習状況の

評価や評定のための資料として用いる評価「○評定に用いる評価」に分けて●○という記

号を付して，指導と評価の計画に記載する。 



中社- 3 - 

 

④「主体的に学習に取り組む態度」の評価を行う際の留意点 

この観点については，毎回の授業や小単元に相当するような数時間の中ではなく，ある

程度長い区切りの中でその成果を評価することが考えられる。（「指導と評価の一体化」に

関する参考資料 P.66） 

（例）Ｂ 近世までの日本とアジア（３）近世の日本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に学習に取り組む態度を育成し，評価を行う際の留意点としては，第一に，生徒

が見通しを立てる機会を設けること，第二に，学習を振り返る機会を設けること，第三

に，教師や他の生徒による評価を伝えることが挙げられる。教師や他の生徒による評価を

伝えることは，生徒が自

ら学びの過程を捉える上

で力強いサポートにな

る。生徒同士が互いの学

びの過程を評価し合うこ

とも効果的であり，相互

評価を生かすことも，

「主体的に学習に取り組

む態度」を評価していく

ポイントになると考えら

れる。また，生徒一人一

人に単元の学習終了後も

問い続けていきたいこと

及びその社会的意義につ

いて記入させるワークシ

ートを活用することも効

果的であると考えられ

る。（「指導と評価の一体

化」に関する参考資料 

P.98） 

「主体的に学習に取り

組む態度」の評価場面 

・生徒は「導入」時の

自身の見通しの記述

とまとめの時間＜課

題１＞の記述を自身

で比較し，単元全体

の学習の中で加わっ

たり，気付いたりし

た学習の視点や方法

などを記述 

→教師が評価材として

活用(生徒が自己の学習

を調整する姿を評価） 
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２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの中学校社会科の指導においてＩＣＴを活用するポイント 

（１）学び方や調べ方を大切にし，生徒の主体的な学習を一層重視 

ＩＣＴを活用した具体的な学習場面を想定し，単元を通して授業をデザインする。 

 

例１ 課題を把握し，課題解決の見通しを持つ場面において，ＮＨＫ for school のクリ

ップ動画を短時間で視聴し，気付いたことを話し合う。 

〇動画を近くで確認でき，微細な情報もみつけやすい 

〇必要に応じて個別再生が可能 

 

（２）「社会的事象等について調べまとめる技能」の育成 

ＩＣＴ機器を活用した学習活動のより一層の充実が求められる。 

 

例２ 学習課題の解決に向けて必要な情報を収集する場面において，経済産業省の「地域

経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）」や総務省統計局の「政府統計の総合窓口（e-Ｓｔａ

ｔ）」などの公的機関が提供する地図サイトや統計サイトを利用し，ビッグデータを用

いることで課題解決に向けて有用な資料を収集することができる。また，流線図等，

様々な主題図から情報を適切に読み取り技能を身に付ける。 

〇生徒の関心を高める資料の提示 

〇信頼性の高い情報にアクセスする技能の習得 

 

学習指導要領（平成 29 年告示）解説社会編 参考資料３ P.186，187  


